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祝『ありがとう』 石岡小学校は，令和５年度，創立１５０周年を迎えます。

夏休みを経て，ひとまわり大きくなった子供たちが学校に戻ってきました。２
学期が始まりました。子供たちは，友達や先生との久しぶりの再会し，夏休みの
思い出などを，夢中になって話す姿が見られました。
新型コロナウイルス感染症については，まだ先が見えない状況ではあります

が，「感染防止対策の徹底」を図りつつ，今学期も子供たち一人一人を大切に，
教職員一同力を合わせて教育活動に取り組んでいきます。引き続き,保護者の
皆さまには，本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。

。【第２学期始業式 学校長式辞より】

９月１日，２学期始業式がオンラインで行われました。学校長式辞の一部をご紹介
します。代表児童の発表を受けて。

校長先生からも「いしおかの子」の「お」について話をします。実は「い
しおかの子」の中で，１番難しいことは「おもいやりのある子」の「お」
ではないかと思います。なぜなら，自分の気持ちが元気でないと，他の人
をおもいやる気持ちにはなれないからです。自分の気持ちを元気にする方法は，人それぞれ違
うし，元気になるまでの時間も違います。自分の気持ちを元気にする方法を見つけられると良
いですね。
ここで，腰塚 勇人（こしづか はやと）さんの話をします。腰塚さんは，大学卒業後、中

学校の体育教師になり，学級担任、バスケット部の顧問として働いていました。ある日，人生
を大きく変える事故が起きました。スキーでの転倒で「首の骨」を折り、奇跡的に命は取り止
めたものの、首から下がまったく動かなくなってしまいました。その時に，医者からは「一生、
寝たきりか、よくて車イス」の宣告を受けました。腰塚さんは、生きる意欲を失いかけました。
しかし、周りにいるたくさんの人から「先生，元気になって学校にもどってきて」とか「つら
いけどがんばって」とか，応援と励ましを受けました。このことから、ありのままの自分を大
切にして，チャレンジして，「笑顔」と「感謝」と「周りの人々の幸せを願う」ことにより、
奇跡的な回復力を発揮することができました。
腰塚さんが，こうした人生を経て，他の人から応援され，励まされ，心が元気になった時に，
思い浮かんだ言葉を皆さんに伝えます。
「口」は，人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう
「目」は，人のよいところを見るために使おう
「耳」は，人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう
「手足」は，人を助けるために使おう
「心」は，人の痛みがわかるために使おう
２学期は，一人でも多くの石岡小学校の皆さんの心が元気になり，一人でも多くの人へおも
いやりの気持ちをもって話したり，遊んだり，生活できることを,校長先生は願っています。

※学校だよりは，石岡小学校ホームページにアップされていますので，ご覧ください。

【新型コロナウイルス感染症対策について】

◎必ず毎朝の検温の実施をお願いします。（「健康観察カード」への記入も確実にお願
いします）
○児童及び同居の家族に発熱等の風邪症状が見られる場合に
は，自宅で休養をしてください。

◎児童及び同居の家族がPCR検査や抗原検査等を実施する
場合，または感染の疑いがある場合は，早急に学校へ連絡
をお願いします。

石岡のおまつりについて
・石岡小学校の事前調査への回答をお願いします。
・おまつりに参加する場合は，「参加許可願」の写しを，１２日（月）までに担
任へ提出してください。）

・参加者がつけるリボンは，９月１４日（水）に子供たちにわたします。

始業式に，「２学期の抱負」についての発表が，代表児童からありました。また，教
室で発表を聞いた子供たちは，自分の新たな目標を胸に，希望に満ちた顔で２学期のス
タート切ることができました。
３年 日置 咲良さんは，「じゅぎょうや宿題の計算式や漢字をおぼ

えて，テストでたくさんの百点をとりたい」「分からないことがあったら，
手をあげてしつもんできるようにないりたい」，「２かいのリーダーとして，
１年生や２年生のお手本として生活していきたい」と自分を高め，１，２年
生のよいお手本になりたいという決意が力強く述べました。

５年 長谷川 惟斗さんは，「校外学習の活動の中で，友だちのよさを
発見したり，協力することの大切さを学びたい」「１学期以上に先生の話を
よく聞き，真剣に学習活動に取り組みたい」「石岡小で困っている人が０に
なるように，人に優しく思いやりをもって接することができる高学年になり
たい」と，最高学年の６年生になることも見据えたたくましい発表でした。

つばさ学級の梶 真由子先生が，出産のためお休みに入りまし
た。そこで，９月１日から，菊池 拓郎先生を迎えました。
菊池先生は，子供たちに「石岡小学校のことを教えてください」
「どんどん声をかけてください」とあいさつをしました。石岡
小学校の子供たちを１日も早く知りたいと，教室に入って子供
たちと積極的に交流しています。

菊池先生より

各教室で自己紹介をした時に,石岡小学校の子供たちはどんどん質問をしてきました。
「好きな食べ物はハンバーグ」「きらいな食べ物はトマトですが，出されれば食べます」

「好きな色は赤なので，将来は赤い車に乗りたいです」「好き
なスポーツはサッカー」
「最近の趣味はスイミング」と，何度答えたことでしょう。
石岡小学校の子供たちは，とても素直で人懐っこく，雰囲

気がとても良い学校だと思いました。これから，子供たちに
寄り添い，できるだけ多くの子供たちと勉強をしたり，遊ん
だり，貴重な体験を大切にしながら生活をしていければと思
います。
これからもよろしくお願いいたします。

通級指導担当として，９月１日から
菊池 拓郎（きくち たくろう） 先生 をお迎えしました

２学期にがんばりたいこと ～代表児童発表より～


